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1.研 究計画

本研 究は,「クロマグロ養殖業の地域経済への

貢献に関する研究」というテーマで,ク ロマグロ

養殖業の経営動向を明らかにした上で,地 域経

済とどのような関わりをもつのかを定性的分析を

通じて考察することを目的として設定している。

なお,計 画作成当初は長崎県五島市を事例とし

て取り上げることを計画していたが,先 方へのヒ

アリング調査が困難であったことから,事 例を奄

美大島(近 畿大学奄美事業場を中心として)お

よび長崎県松浦市に変更した。

2.調 査の実施状況

本研 究ではヒアリング調査を中心として分析

を進めており,現在までに鹿児島県奄美大島お

よび長崎県松浦市への調査を実施している。奄

美大島は国内の養殖マグロ生産量の約 半分を

占めていると言われており,瀬戸内町および宇

検村では合計6業 者がマグロ養殖を行い,近 畿

大学,水 産総合研究センターといった研究機 関

も立地している。そこで,ま ず奄美人島全体のマ

グロ養殖業の動向を把握するために瀬戸内町

水産振興課,瀬 戸内町漁業協同組 合,鹿 児島

県大島支所において担当者にそれぞれインタ

ビュー調査を実施した。また個別の経営動向を

把握するため近畿大学奄美事業場ヘヒアリング

調査に赴き,餌 料 ・種 苗の調達状況を中心とし

て聞き取り調査を行い,マ グロ養殖業に関わる

資料 ・経費データを収集した。

もう 一方の事例地である長崎県松浦市は,昨

年度からマグロ養殖を開始している。まだ出荷

には至っていないが,現 在,個 人で2経 営体,1

企業(双 日ツナファーム)がマグロ養殖を手がけ

ている。ここでは新松浦漁業協同組合,双 日ツ

ナファームへのヒアリング調査を実施し,生 産体

制や養育状況等についてインタビューを行った。

マグロ養殖業においては,そ の急速な発展によ

り餌料の高騰や種苗の調達先・価格等がしばし

ば問題として取り上げられ,双 日ツナファームで

はそれらについても実態を把握するためにとく

に重点を置いてインタビューしている。また雇用

や資材の調達,地 域漁業や漁協とのかかわりな

ど,地 域経済とどのように連携しているのかにつ

いても同様に重点を置いた。

3.こ れまでの結果および成果

これまではマグロ養殖業の経営動向を明らか

にするために,近 畿大学奄美 事業場の経営分

析を中心に研究を進めてきた。具体的には,近

畿大学奄美事業場の損益計算書および各種経

費データ,固 定資産表などからマグロ養殖に関

わる経費を特定し,マグロ養殖のみの収支を算

出した。収集 した経費データにはマグロ以外の

養殖に使用した経 費も含まれているため,経 費

の特定については,聞 き取り調査から得られた

マグロの利用割合や担 当者 によって選別した。
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